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平成18年7 月10日 
 

コンソルテ瀬田便り  
 

運営懇談会が開催 
 

 今年2006年7月1日、コンソルテ瀬田は創立三

周年を迎えました。この好き日に、今年度第一回

のコンソルテ瀬田運営懇談会が、午後 2 時からロ

イヤルオークホテル 1 階会議室で開催されました。

入居者代表委員3名、ご家族選出委員3名、学識

者・地域選出委員 1 名、コンソルテ瀬田関係役職

員 11名が出席しました。 

 会議の冒頭、トータルケアライフ株式会社堀社

長が、役職員一同三周年を期して一層快適で充

実した、安全なサービス提供に努力する決意を述

べ開会挨拶としました。次に、安田看護師長が新

任の挨拶を述べた後、コンソルテ瀬田のサービス

の現状に関するフリートークが活発に行われまし

た。 

主なご意見は、①水道の蛇口が出しっ放しにな

っていることがある。対策はないか。②エアコンの

温度調節は各居室でコントロールできないのか。

③体力的に限界があるので、遠くに出かけるより

施設の近くで外出する行事を工夫すべき。④言

いたいことや苦情があるときの窓口はどこか。⑤

おやつの時間に皆で集まって、言いたいことを言

い合うのが楽しい。あの程度のこじんまりした話し

合える集まりが欲しい。⑥施設ではワーカーさん

との接触が多い。若い方と話し合える時間がもっ

とあればと思うが。などでした。 

 施設の側からは①については蛇口の自動化が

望ましいが、取替えの費用と維持費を考えると実

施は困難で、巡回時にこまめに対応する。②集中

コントロールはしてないので、各居室でのコントロ

ールができるはず。③ご希望にそえるよう努力す

る。④苦情の窓口は相談室か施設長まで。⑤こじ

んまりした何でも話し合える場を作ることは開設当

初からの宿題だったが、そろそろ入居者様の独自

の集まりができる町内会的組織を考える時が来た

ように思う。⑥これはワーカーも望むところで、最

近、各階でワーカーとの交流を目的としたレクレ

ーションを企画して取り組んでいる。 

毎月1回（10日）発行 

 

 フリートークの後は、最近の公共料金の値上げ

と今後の対策について、施設長が現状を説明、光

熱水費を含む管理費を 20.6％引上げる改正案を

提案し、若干の質疑応答の後、可決されました。 

管理費は現在額47,250円から57,000円となり

ますので、月に 9,750円の負担増をお願いするこ

とになります。（詳細な議事録など関連資料は同

封資料をお読み下さい。） 

 その後、大津市東消防署から施設の防災に関し

て、特に火器使用器具の適正な維持管理の通達

が送られてきた状況に鑑み、当施設でも電気器具

などの過剰な使用に関して、今後、適切に制限し

ていく方針を説明し、ご了承を得ました。 

 最後に、学識・地域選出の山本委員から、三周

年をさらなる発展の跳躍台とするため、施設と入

居者は譲り合うところは譲り合って、一致協力すべ

きことを強調された有意義な閉会の挨拶をいただ

き、この日の運営委員会は無事終了しました。 

 

“笹の葉サラサラ” 

懐かしいメロディー流れる七夕の集い 

 

７日（金）に行われた音楽療法（2 階） 

 ７日に行われた音楽療法の集いでは、七夕にち

なんだ懐かしいメロディーが歌われました。いつ

もと変わらぬ音楽療法でしたが、昔から歌い継が

れた名曲に、童心に返ったように嬉々として合唱

される姿が印象的でした。 

 各階には恒例よって、笹が立てられており、そ

れぞれの思いをこめた色とりどりの短冊が、沢山

飾られていました。 
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【新入職員のご紹介】 

今月からまた新しい職員が入りました。宜しくお

願い致します。 

 

    

今村悦子（看護師）  仁志出裕加（看護師） 

 

           

            小倉 隆（柔整師） 

 

お知らせ 
① 食中毒の季節が来ました。生クリームを使 

ったケーキ類、握り寿司などのお持込は出 

来るだけお控えください。お召し上がりの時 

は、その日のうちにお願いします。冷蔵庫の 

過信は禁物です。 

② 介護保険証・住民票など変更がございました

ら、必ず受付でご提示下さい。毎月の事務手

続きに支障が来たさないよう、ご協力お願い

申し上げます。 

 
＜編集後記＞ 

 
 少し堅苦しい表現になったが、＜告示＞として

掲載した文章については、ご理解を頂くよう心か

らお願いします。長大重厚な堤防でも、崩れるの

は小さな蟻の穴の喩もあります。折角のご好意を

分らないでは、との意見もあるが、ここで踏みとど

まらなくては、プロの名が廃るというもの。（K 記）

告  示 

 梅雨明けも近づき、日一日と暑さがつのってい

ますが、皆様には益々ご壮健にお過ごしのこと

と、慶賀にたえません。 

 本年 7 月１日をもって、コンソルテ瀬田はめで

たく三周年を迎えることができました。これもひと

えに、入居者様及びご家族様のご支援・ご理解

の賜物と中心より感謝を申し上げます。 

 さて、コンソルテ瀬田はご入居様から頂戴する

月々の利用料と、介護保険適用施設として介護

保険から給付される報酬等を主なる収入原資と

して経営されています。 

 このことは、コンソルテ瀬田で暮らしていただく

上で、上記の原資以上に入居者様並びにご家

族様に経済的なご負担をおかけすることはな

い。また、して頂いてはいけないことを意味して

います。 

 これは、われわれコンソルテ瀬田の役職員一

同の厳正に守るべき倫理であり、これを守ること

はまた、われわれの誇りでもあります。 

三周年を期して役職員一同、初心に帰って襟

を正した就業姿勢を堅持すべきと、誓いをあらた

にしております。 

自今、入居者様やご家族様からの、スタッフに

対するお心づけあるいは、お中元並びにお歳暮

の贈答品類等は何によらず、堅くご辞退申し上

げます。 

 

甚だ僭越ながら、入居者様並びにご家族様に

おかれましては、われわれコンソルテ瀬田スタッ

フ一同の決意のほどを、ご理解賜わりますよう、

伏してお願い申し上げます。 

 

2006 年 7 月１日 

（コンソルテ瀬田三周年記念の日に） 

 

コンソルテ瀬田 役職員一同 
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